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月
に
入
り
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
し

１２
た
。
雪
が
降
り
積
も
る
と
、
必
ず
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
除
雪
作
業
で
す
が
、
毎
年
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
除
雪
や
雪
下
ろ
し
中

の
事
故
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
市
内
で
も
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

冬
は
、
除
雪
が
生
活
の
一
部
と
な
り
、
毎

日
の
よ
う
に
し
て
い
る
と
、
作
業
に
慣
れ
て

気
が
緩
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。
除
雪
や

雪
下
ろ
し
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜
ん

で
い
ま
す
。
自
分
は
絶
対
大
丈
夫
外
そ
の

油
断
が
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

今
月
号
は
、
除
雪
や
雪
下
ろ
し
で
の
危
険

な
場
面
や
、
知
っ
て
お
く
と
便
利
な
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。
今
一
度
、
除
雪
や
雪
下

ろ
し
で
想
定
さ
れ
る
危
険
を
確
認
し
、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

除
排
雪
対
策
本
部

　
　
　
　

緯　

局
８
４
０
０

２２

宇作業中の転倒
　玄関前の階段やスロープなど
で滑って転び、大ケガをするこ
とがあります。
　滑りづらい冬靴を選び、転ん
でもケガをしないように帽子や
手袋などを着用しましょう。

除雪らくらく豆知識
　つらい除雪作業を少しでも楽にしたい。それは誰もが思っているのではないでしょうか。すでに知っ

ていることかもしれませんが、改めて紹介します。

油
断
大
敵
！

冬
の
く
ら
し








携帯電話を持っ携帯電話を持ってて

周りの状況や気象情報に注周りの状況や気象情報に注意意

準備運動、整理運動を忘れず準備運動、整理運動を忘れずにに

宇交通事故
　除雪中は、雪による視界不良、フードを
かぶったままの作業、除雪機の音などで、
周囲の状況を把握しづらくなります。
　冬は雪山などで見えにくい場所が多いの
で、除雪作業をする際は、前方だけでなく
後方の車や除雪車にも注意しましょう。

スコップですくう時は、雪山に近づくと
軽い力で持ち上げることができます

雪かきは腕だけではなく足や腰も使いま
しょう。前かがみの姿勢は腰を痛めます

スコップの柄を上から持つ（順手）こと
で、体全体を使いやすくなります雪かき道具に雪

が付いて作業が
しづらい場合は、
市販のシリコン
スプレーなどを
使うと雪が付き
にくくなります

雪をスコップですくえる程度
の大きさでサイコロ状に切る
と、多くの量をすくえます

閣

閣
閣

閣

宇屋根からの落雪
　落ちてきた雪の下敷きになる事故が少なくあ
りません。屋根に雪が載っている時期は、軒先
には不用意に近づかないようにしましょう。
　また、軒先からせり出した 雪庇 やつららを落

せっぴ

としているとき、落ちてきた氷や雪のかたまり
が直撃することもあります。ヘルメットや長い
柄のついた道具を用意するなど、安全を心がけ
ましょう。
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ご
利
用
に
あ
た
っ
て

噛
ご
利
用
の
際
は
、
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

噛
雪
と
一
緒
に
ご
み
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

噛
通
路
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
降
雪
が
あ
っ
て
か
ら
の
開
設
と

な
り
ま
す

安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除雪ボランティア募除雪ボランティア募集集
　高齢者世帯等への除雪支援を行う、除雪ボランティアを募集し
ています。雪に負けない「安全・安心な福祉のまちづくり」のた
め、ボランティアの事前登録に皆さんのご協力をお願いします。
　なお、活動内容などの詳細は、社会福祉協議会のホームページ
をご覧ください。
申込・問合先
　社会福祉協議会（１１西３）　緯２２局２９６０

岩見沢　除雪ボランティア

市市
民民
のの

雪
堆
積

雪
堆
積
場場

宇作業中の急な発作
　除雪作業は重労働です。除雪作業
中に発病し、重大な結果を招いてし
まうことがあります。
　こまめに休憩を取りながら、無理
をせず除雪作業を行いましょう。

岡山町 雪堆積場

日の出町 雪堆積場

栗沢町 雪堆積場

利用時間　午前７時～午後８時
開設期間　平成２８年３月下旬まで
※年末年始の開設は次のとおりとなります。

問合先　除排雪対策本部

堆　積　場利用時間日　　程

岡山町雪堆積場のみ午前７時～正午１２月３１日牙

栗沢町雪堆積場のみ午前７時～午後５時平成２８年
１月１日華

日の出町雪堆積場のみ午前７時～午後５時２日臥

二人以上で作業二人以上で作業をを

服装は体温調整服装は体温調整がが
しやすいように重ね着しやすいように重ね着でで

水分補給や休憩をこまめ水分補給や休憩をこまめにに

宇雪下ろし中の事故
　足を滑らせたり、雪と一緒に滑り落ちたりす
る転落事故が毎年発生しています。気温が高め
の日は、雪が解けて滑りやすくなるので注意し
てください。また、はしごからの転落にも注意
が必要です。はしごの足元を他の人に押さえて
もらうなどしてしっかり固定し、最上部も安定
していることを確認しましょう。
　雪が多いときや雪下ろし作業に不安を感じた
ら、業者に依頼することも考えましょう。
　市は、雪下ろし作業中の事故を防ぐため、安
全装備の無料貸し出しを行っています。詳しく
は、市防災対策室にお問い合わせください。

宇除雪機などの操作ミス
　除雪機に詰まった雪を取り除こうと
して、体の一部を巻き込まれてしまう
場合が多いので、面倒でも必ずエンジ
ンを切りましょう。
　除雪機をバックさせようとして転
び、自分がひかれてしまうケースや子
どもが巻き込まれる事故もあります。
周りの状況に注意して除雪機を操作
し、絶対に子どもは近づかせないよう
にしましょう。
　また、吹き飛ばした雪が、通行人や
通行車両にあたらないように注意して
ください。
　除雪機はとても便利ですが、大きな
事故につながる可能性があることを
しっかり頭において作業しましょう。


